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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

　パルコ新・心斎橋店（大阪市中央区心斎橋１）が
11月20日にオープンした。大丸心斎橋店北館を
丸ごとリノベーション。モノ、コト、アート・カ
ルチャー、テクノロジーという４つのテーマのコ
ラボレーションが生み出す新感覚の百貨店。

生駒山西麓を生駒山西麓を
写し撮る写し撮る 力作揃い力作揃い
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Ｈ
Ｏ
Ｐ
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Ｈ
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コ
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中
東
弘
宮
司
（
79
）
が

枚
岡
神
社
に
着
任
し
て
か

ら
10
年
の
歳
月
が
過
ぎ

た
。
従
前
の
お
笑
い
神
事

は
、
宮
司
を
始
め
と
し
た

神
職
と
氏
子
総
代
だ
け
で

執
り
行
わ
れ
る
の

が
常
だ
っ
た
。

　

中
東
宮
司
の
発

案
で
一
般
参
賀

者
も
お
笑
い
神
事

に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
年
年
歳

歳
、
参
加
者
は
増

え
続
け
て
２
０
１

９
年
に
は
４
千
人

近
く
の
人
び
と
が

広
場
を
埋
め
尽
く

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
、
枚
岡
神
社
も

細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
各
種
行

事
・
神
事
を
催
行

し
て
い
る
。
大
阪
マ
ラ
ソ

ン
や
岸
和
田
だ
ん
じ
り
、

枚
岡
の
秋
祭
り
等
が
軒
並

み
中
止
の
状
況
で
あ
り
、

お
笑
い
神
事
を
実
施
す
る

か
否
か
の
決
断
を
迫
ら
れ

た
。

　

神
社
内
で
様
々
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
が
、
結
論

と
し
て
最
大
・
細
心
の
配

慮
を
施
し
、
お
笑
い
神
事

へ
の
参
加
者
を
８
０
０
人

に
限
定
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
。

12
月
23
日
午
前

10
時
よ
り
「
お
笑

い
神
事
」を
催
行
。

オ
ン
ラ
イ
ン
生
配

信
で
、
中
東
宮
司

が
お
笑
い
神
事
や

枚
岡
神
社
の
歴

史
・
由
緒
な
ど
を

配
信
す
る
。ま
た
、

お
笑
い
神
事
で
行

う
感
謝
と
祈
り
の

笑
い
「
あ
っ
は
っ

は
っ
」
の
動
画
を

多
く
の
人
か
ら
受

け
付
け
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
す
る
。

　

当
日
は
「
笑
福

守
」の
お
札
と「
お

笑
い
絵
柄
入
り
マ
ス
ク
」

が
セ
ッ
ト
で
、
参
賀
者
に

販
売
さ
れ
る
（
千
円
）。

　

お
笑
い
神
事
を
無
事
に

催
行
し
、
清
々
し
い
心
持

ち
で
令
和
３
年
を
迎
え
る

こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

入り口でお客を迎える巨大なフエキくん

中東弘宮司 （中央） と巫女さん

12月23日 お笑い神事お笑い神事 開催
参加者を800人に限定して

枚岡自然と文化写真展

2020・12・15

　

は
る
か
な
る
宇
宙
か
ら
の
「
は
や
ぶ
さ

２
」。
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
産
の
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
と
い
う
べ
き
岩
石
の
破
片
な
ど
が

密
封
さ
れ
た
「
玉
手
箱
」
が
回
収
さ
れ
た

（
12
月
６
日
）。
そ
し
て
６
年
飛
ん
で
き
た

「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
、
そ
の
ま
ま
次
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
直
経
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
惑

星
に
向
か
っ
て
い
る
。
11
年
、
１
０
０
億
キ
ロ
の

旅
で
あ
る
。

　

世
界
初
の
偉
業
を

な
し
と
げ
て
い
る
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
歴
史
的

快
挙
は
、
頑
丈
で
正
確
に
制
御
さ
れ
て
い
る
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
の
高
い
レ
ベ
ル
に
よ
る
も
の
だ
。特
に
、

日
本
の
町
工
場
が
持
つ
高
い
超
高
精
細
技
術
力
と

関
係
者
の
強
い
思
い
が
成
功
の
要
因
だ
ろ
う
。

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
野
口
宇
宙
飛
行
士

は「
は
や
ぶ
さ
２
」を
見
た
だ
ろ
う
か
。
次
は「
玉

手
箱
」
を
開
け
て
、地
球
の
生
命
の
起
源
に
迫
る
。

12
月
９
日
、
小
学
４
年
と
中
学
２
年
を
対
象
に

し
た
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
Ｓ
＝
テ
ィ
ム
ズ
）
の
２
０
１
９
年
の
結
果
が
報

じ
ら
れ
て
い
た
。
平
均
点
は
前
回
15
年
並
み
の
水

準
で
全
教
科
で
５
位
以
内
だ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
全
科
目
で
今
回
も
首
位
だ
。
近
隣
国
に
負
け
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
高
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
「
は

や
ぶ
さ
２
」
を
深
夜
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
継
で
視
聴
し
た

子
ど
も
た
ち
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち

の
感
激
の
シ
ー
ン
は
感
動
を
呼
び
、
次
へ
の
羽
ば

た
き
の
原
動
力
に
な

る
に
違
い
な
い
。

　

令
和
２
年
を
「
禍
」「
忍
」「
耐
」
で
表
す
人
も

多
い
が
、
私
と
し
て
は
「
兆
し
」
だ
。

　

菅
首
相
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
「
脱
炭
素
社

会
」、
２
０
３
０
年
に
は
水
素
を
主
要
燃
料
に
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン

の
成
長
戦
略
の
双
発
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
、
よ
う

や
く
大
き
な
変
化
の
「
兆
し
」
が
見
え
て
き
た
。

　

来
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
グ
レ
ー

ト
・
リ
セ
ッ
ト
」
だ
。
大
き
な
組
み
直
し
と
訳
し

て
み
た
。

晴耕雨読

大
い
な
る
組
み
直
し
の
兆
し

ダ
イ
ワ
ア
ド
テ
ッ
ク
株
式
会
社

社長　熊代　琢

豊中市二葉町2－6－40

TEL 06－6334－1791

ダイワアドテック株式会社

　

全
国
各
地
に
設
置
さ

れ
て
い
る
自
動
販
売
機

は
そ
の
数
５
百
万
台
を

超
え
る
。
コ
ピ
ー
機
に

至
っ
て
は
多
す
ぎ
て
数

え
よ
う
も
な
い
ほ
ど

だ
。
こ
れ
ら
の
装
置
を

設
置
す
る
場
合
、
屋
外

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
や

事
務
所
の
床
面
に
直
接

ベ
タ
置
き
す
る
わ
け
で

は
な
い
。

　

自
販
機
・
コ
ピ
ー
機

の
底
面
に
取
り
付
け
た

ボ
ル
ト
を
調
整
し
て
、

設
置
面
と
の
距
離
（
ボ

ル
ト
の
長
さ
）を
調
節
、

装
置
の
ガ
タ
つ
き
が
な

い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
ア
ジ

ャ
ス
タ
ー

（
調
整
）
ボ

ル
ト
を
ダ
イ

ワ
ア
ド
テ
ッ

ク
株
式
会
社

が
昭
和
60
年

に
開
発
。
大

ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
り
、
以

来
業
界
ト
ッ

プ
の
座
を
守

っ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ャ
ス

タ
ー
ボ
ル
ト

の
主
な
納
入

先
は
、
自
動

販
売
機
メ
ー

カ
ー
、
コ
ピ

ー
機
メ
ー
カ

ー
、
各
種
事

務
機
メ
ー
カ

ー
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
メ
ー

カ
ー
、
コ
ン
ベ
ア
メ
ー

カ
ー
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
等
々
対
象
範
囲
が
広

い
。
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
面

と
の
調
整
に
も
ア
ジ
ャ

ス
タ
ー
ボ
ル
ト
が
使
わ

れ
て
い
た
と
は
正
に
目

か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い

だ
っ
た
。

　

創
業
者
の
熊
代
輝
夫

さ
ん
は
34
歳
ま
で
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト
屋
に
勤
め

て
い
た
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
、
昭
和
40
年

８
月
に
大
阪
市
港
区
弁

天
４
丁
目
で
ボ
ル
ト
・

ナ
ッ
ト
販
売
店
「
大
和

螺
子
」
を
創
業
。
昭
和

60
年
４
月
に
港
区
弁
天

６
丁
目
に
移
転
、
現
在

の
主
力
商
品
・
ア
ジ
ャ

ス
タ
ー
の
製
造
・
販
売

を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

取
引
先
の
コ
ン
ベ
ア

メ
ー
カ
ー
か
ら
、
ア
ジ

ャ
ス
タ
ー
ボ
ル
ト
を
依

頼
さ
れ
て
製
造
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
大
き

な
キ
ッ
カ
ケ
だ
っ
た
。

　

現
社
長
の
熊
代
琢
さ

ん
（
55
）
は
高
槻
市
出

身
。
高
槻
北
高
等
学
校

普
通
科
で
学
ん
だ
。
卒

業
後
、
八
尾
の
飯
田
商

店
で
６
年
間
勤
務
。

　

２
０
１
７
年
に
社
名

を
現
在
の
「
ダ
イ
ワ
ア

ド
テ
ッ
ク
株
式
会
社
」

に
変
更
し
て
お
り
、
熊

代
琢
さ
ん
は
同
年
に
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
て
い
る
。

　

熊
代
社
長
に
モ
ッ
ト

ー
を
聞
い
た
。

　
「
生
き
残
る
に
は
強

い
だ
け
で
な
く
、
変
化

に
対
応
で
き
る
こ
と
が

大
事
だ
」

　

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は「
失
敗
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
し
て
欲
し
い
」。

　

社
長
の
夢
・
計
画
を

聞
く
と
、「
環
境
に
対

し
て
模
範
的
な
企
業
に

し
た
い
。
社
員
全
員
が

高
給
取
り
に
な
れ
る
よ

う
に
し
た
い
」

　

素
晴
ら
し
い
ス
ピ
リ

ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
経

営
者
だ
。（

小
川
秀
人
）

訪ねて
を

28

自動販売機・コピー機を下支えする強い味方

温厚な熊代琢社長

独自開発した 「うんぱんまん」

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
T E L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では88カ所の霊場のお砂をさすっていただ
き、周囲を歩くことによって下に敷きつめて
ある88カ所のお砂を踏んでいただきます。

カ
ッ
ト
野
菜

ス
タ
ッ
フ
募
集
誰
で
も
で
き
る

簡
単
な
作
業

Ｇ
Ｆ
株
式
会
社 

平
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八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

牛滝温泉
四季まつり

新温泉開業

7月4日グランドオープン
ナトリウム―塩化物・炭酸水素泉、ラドン温泉

屋根付きテラスで
BBQ・宴会ができます

大阪府岸和田市大沢町1156
☎ 072―479―2641

（旧いよやかの郷）

自然の中に浮かぶ天空の露天風呂
宿
泊
も

で
き
ま
す

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―
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３
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大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

電
気
主
任
技
術
者
電
験
３
種
取
得
者

募　集
高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

NPO法人日本こども支援協会（TEL 06-6767-1130）

45,000人の子どもが
家庭を必要としています

は
皆
が
持
っ
て
い
た
。
市

場
で
野
菜
や
鮮
魚
を
購
入

す
る
と
、
売
り
手
が
新
聞

紙
に
包
ん
で
買
い
物
籠
に

入
れ
て
く
れ
た
。
無
駄
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
燃

え
る
ゴ
ミ
は
各
家
庭
で
燃

や
し
、
燃
え
な
い
物
は
工

夫
し
て
再
利
用
し
た
。
ま

っ
た
く
無
駄
が
な
か
っ

た
。
御
用
聞
き
が
定
期
的

に
各
家
庭
を
訪
問
し
、米
、

酒
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
を
宅

配
し
て
く
れ
た
。
近
隣
社

会
に
確
固
た
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い

た
。

　

固
定
電
話
は
普
及
し
て

い
た
が
、
子
機
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
（
フ
ァ
ク
ス
）
と

い
っ
た
機
能
は
ま
だ
な
か

っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
携
帯
電
話
な
ど
は
ア
ニ

メ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世

界
限
定
だ
っ
た
。
そ
れ
で

も
電
話
は
便
利
だ
と
皆
が

認
識
し
て
い
た
。

　

大
阪
万
博
の
頃
だ
ろ
う

か
、
団
地
な
る
集
合
住
宅

が
新
規
登
場
し
た
。
そ
こ

に
は
主
と
し
て
新
婚
世
帯

が
入
居
し
た
。
土
地
付
き

で
な
か
っ
た
た
め
、
土
地

付
き
一
戸
建
て
の
新
興
住

宅
も
人
気
だ
っ
た
。
新
興

住
宅
街
は
矢
継
ぎ
早
に
広

ま
っ
て
い
く
。
一
方
で
、

石
油
危
機
を
乗
り
越
え
た

も
の
の
、
集
合
住
宅
の
増

加
と
と
も
に
社
会
に
歪
が

生
じ
て
く
る
。
使
い
捨
て

が
顕
在
化
、
社
会
問
題
化

し
た
。
歌
手
も
総
理
大
臣

も
１
年
の
使
い
捨
て
と
揶

揄
さ
れ
る
始
末
だ
っ
た
。

　

平
成
へ
と
時
代
が
変
遷

し
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊

し
た
頃
、
フ
ァ
ク
ス
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

携
帯
電
話
が
浸
透
し
始
め

る
。
や
が
て
そ
こ
に
メ
ー

ル
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
も
広
く
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
時

代
以
降
に
つ
い
て
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
ス
マ
ホ

と
パ
ソ
コ
ン
は
必
要
不
可

欠
の
時
代
と
な
っ
た
。「
デ

ジ
タ
ル
化
」
が
合
言
葉
と

な
っ
て
い
る
。

　

孤
独
死
、
ひ
き
こ
も

り
、
育
児
放
棄
、
い
じ
め
、

不
倫
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
社
会
問
題
の
根
源
的
な

原
因
は
集
合
住
宅
と
携
帯

電
話
の
爆
発
的
な
普
及
に

あ
る
。
昭
和
の
時
代
、
こ

の
よ
う
な
問
題
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
核
家
族
化

と
携
帯
電
話
が
普
及
さ
え

し
な
け
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と

が
可
能
な
問
題
ば
か
り
だ

が
、
も
は
や
元
に
は
戻
せ

な
い
。

　

近
隣
住
民
同
士
の
意
思

疎
通
も
活
発
だ
っ
た
。
ど

こ
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か

を
互
い
に
知
り
尽
く
し
て

い
た
。

　

主
婦
は
声
を
掛
け
合
っ

て
、
買
い
物
に
出
か
け
、

情
報
交
換
し
た
。
エ
コ
バ

ッ
グ
な
る
洒
落
た
言
葉
は

な
か
っ
た
が
、
買
い
物
籠

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
０
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
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東
大
阪
市
立
荒

川
小
学
校
か
ら
俊

徳
中
学
校
へ
と
駒

を
進
め
た
昭
和
の

御
世
。
貧
し
か
っ
た
が
、

社
会
は
躍
動
し
て
い
た
。

食
べ
物
を
粗
末
に
す
る
こ

と
は
な
く
、
食
品
廃
棄
は

話
題
に
す
ら
な
ら
な
か
っ

た
。
衣
服
も
修
理
し
て
使

い
回
し
た
。
狭
い
居
住
空

間
に
３
世
代
が
身
を
寄

せ
、
助
け
合
っ
て
暮
ら
し

た
。

　

し
か
し
、
集
合
住
宅
と

携
帯
電
話
の
負
の
側
面
を

是
正
す
る
こ
と
な
く
突
き

進
ん
で
き
た
過
去
を
振
り

返
り
、
問
題
を
解
消
し
て

い
く
努
力
は
必
要
だ
ろ

う
。
昭
和
の
時
代
が
懐
か

し
い
と
は
言
う
ま
い
。
だ

が
、
令
和
の
御
世
を
よ
り

良
き
時
代
に
仕
立

て
直
す
覚
悟
と
決

意
は
不
可
欠
で
あ

る
。

　

経
済
社
会
問
題
を
技
術

で
克
服
し
よ
う
と
す
る
昨

今
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

人
は
感
情
の
動
物
と
言

う
。
な
ら
ば
心
で
問
題
を

解
決
す
る
工
夫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

最
近
、
心
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

　

秋
晴
れ
の
な
か
11
月
17
日
〜

23
日
の
１
週
間
、
東
大
阪
市
民

美
術
セ
ン
タ
ー
（
東
大
阪
市
吉

田
６
）
で
第
17
回
枚
岡
自
然
と

文
化
写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
は
枚
岡
自
然
と
文
化
愛

好
会
。
会
長
の
湊
守
雄
さ
ん

（
84
）
に
話
を
聞
い
た
。
愛
好

会
は
設
立
し
て
17
年
の
歴
史
を

有
す
る
。

　

現
在
会
員
は
15
人
、
今
回
写

真
展
に
は
12
人
の
会
員
が
出
展

し
て
い
る
。
12
人
の
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
７
点
の
作
品
を
出
展
、

合
計
84
点
が
展
示
室
に
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
壮
観
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。

　

会
員
が
、
生
駒
山
西
麓
の
歴

史
・
風
景
・
行
事
を
様
々
な
ア

ン
グ
ル
で
写
し
撮
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
の
「
枚
岡
神
社
平
成

令
和
の
大
造
営
」
に
ち
な
ん
で

「
神
社
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て

い
た
。

　

枚
岡
神
社
御
用
達
カ
メ
ラ
マ

ン
秋
田
茂
徳
さ
ん
（
68
）
の
力

作
７
点
が
人
気
を
呼
ん
で
い

た
。

　

目
玉
は
９
階
に
あ
る
フ

エ
キ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
だ
。
不
易

糊
工
業
株
式
会
社
（
梶
田

安
彦
社
長
、
八
尾
市
竹
渕

東
２
―
62
）
の
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
満
載
の

シ
ョ
ッ
プ
。
入
り
口
に

は
、
巨
大
な
フ
エ
キ
く
ん

が
い
る
。
こ
れ
を
見
る
だ

け
で
テ
ン
シ
ョ
ン
は
マ
ッ

ク
ス
！

　

中
に
入
る
と
、
フ
エ
キ

く
ん
に
入
っ
た
糊
だ
け
で

な
く
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
な
ど
が
所
狭
し
と

置
か
れ
て
い
る
。
フ
エ
キ

く
ん
に
入
っ
た
パ
イ
ン
ア

メ
ま
で
あ
る
。

　

驚
く
の
は
ま
だ
早
い
。

フ
エ
キ
く
ん
に
入
っ
た
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
人
気

だ
。
記
者
が
取
材
に
訪
れ

た
と
き
、
女
子
高
生
３
人

組
が
「
か
わ
い
い
〜
」
と

何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら

フ
エ
キ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
ペ
ロ
ペ
ロ
と
な
め
て
い

た
。
味
は
バ
ニ
ラ
、
バ
ニ

ラ
＆
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
、
バ

ニ
ラ
＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

抹
茶
の
４
種
類
が
あ
る
。

　

フ
エ
キ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
に
は

カ
ッ
プ
ル
、
家
族
連
れ
が

次
々
入
っ
て
く
る
。
ど
の

人
も
、
フ
エ
キ
く
ん
グ
ッ

ズ
を
見
て
い
る
う
ち
に
笑

顔
に
な
っ
て
い
く
。
フ
エ

キ
く
ん
に
は
人
を
元
気
に

す
る
力
が
あ
る
。

左
か
ら
井
上
満
さ
ん
、
湊
守
雄
さ
ん
、

秋
田
茂
徳
さ
ん
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株
式
会
社
日
本
衛
生
公
社

社
長
菊
池
哲
也
さ
　
　
ん

　

民
俗
学
者
・
比
較
文
明

学
者
の
梅
棹
忠
夫
氏
が
淡

交
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た

「
日
本
人
の
宗
教
」
は
未

完
と
な
っ
た
。
１
９
７
０

年
の
大
阪
万
博
を
控
え
、

ま
た
、
大
学
紛
争
の
渦
中

に
あ
り
、
本
書
は
凍
結
さ

れ
た
。
編
著
者
・
中
牧
弘

允
は
淡
交
社
か
ら
書
け
な

か
っ
た
書
物
の
資
料
の
確

認
を
頼
ま
れ
て
、
保
管
さ

れ
て
い
る
原
稿
や
模
造
紙

な
ど
の
中
か
ら
、
あ
れ
こ

れ
構
想
を
ね
っ
た
３
５
０

枚
の
こ
ざ
ね
を
発
見
。
こ

ざ
ね
に
推
理
と

解
釈
の
息
を
吹

き
込
ん
で
、
梅

棹
忠
夫
生
誕
１

０
０
年
を
機
に

解
凍
さ
れ
た
の

が
本
書
で
あ

る
。

　

本
書
は
、
３
章
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
ま
ず
、
著
者

が
「
幻
の
著
書
『
日
本
人

の
宗
教
』
を
追
跡
す
る
」

と
題
し
て
こ
ざ
ね
を
解
き

進
め
る
。
第
２
章
に
は

「
比
較
文

明
論
」
的

見
地
か
ら
論
じ
た
論
稿
、

エ
ッ
セ
イ
、
講
演
録
な
ど

が
収
録
。
第
３
章
の
「
民

俗
学
者
の
発
想
『
宗
教
に

つ
い
て
』」
は
梅
棹
と
中

牧
両
氏
に
よ
る
稀
有
な
対

談
録
。

　

で
は
第
１
章
を
中
心
に

紹
介
し
た
い
。

　

さ
て
、幻
の「
こ
ざ
ね
」

の
こ
と
で
あ
る
。本
書
に
よ

る
と
「
Ｂ
８
判
の
紙
片
で
、

そ
れ
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
い
か

に
も
鎧
の
小こ

札ざ
ね
を
連
想
さ

せ
る
こ
と
か
ら
」
梅
棹
自

身
が
名
付
け
た
と
あ
る
。

　

こ
ざ
ね
に
つ
い
て
、
自

著
「
知
的
生
産
の
技
術
」

（
岩
波
新
書
）
で
、
自
ら

創
り
出
し
た
こ
の
カ
ー

ド
を
詳
述
し
て
い

る
。「
11
文
章
」

の
「
こ
ざ
ね
法
」

か
ら
引
く
と
―
。

　
〈
紙
き
れ
に
（
Ｂ

８
判
の
こ
と
）、

主
題
に
関
係
の
あ

る
こ
と
が
ら
を
、
単
語
、

句
、ま
た
は
短
い
文
章
で
、

一
枚
に
一
項
目
ず
つ
、
か

い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
お

も
い
つ
く
ま
ま
に
、
順
序

か
ま
わ
ず
、
ど
ん
ど
ん
か

い
て
ゆ
く
。
き
り
ぬ
き
資

料
も
、
本
か
ら
の
知
識
も

…
こ
の
紙
き
れ
に
か
い
て

み
る
。
ひ
と
と
お
り
で
つ

く
し
た
と
お
も
っ
た
ら
、

そ
の
紙
き
れ
を
、机
の
上
、

ま
た
は
タ

タ
ミ
の
う

え
に
並
べ
て
み
る
。
こ
れ

で
、そ
の
主
題
に
つ
い
て
、

あ
な
た
の
頭
の
な
か
に
あ

る
素
材
の
す
べ
て
が
、
さ

ら
け
だ
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
〉。
つ
ま
り
、
こ
れ
に

よ
り
「
創
造
的
思
考
を
う

な
が
し
」
論
理
的
で
ま
と

も
な
文
章
が
書
け
る
と
い

う
。

　

本
書
に
戻
っ
て
、
面
白

そ
う
な
こ
ざ
ね
を
選
ん
で

み
た
。
左
側
に
「
僧
の
生

活
」「
女
犯
」「
破
戒
僧
」

「
戒
」
の
こ
ざ
ね
が
並
び
、

右
側
に「
尼
」「
僧
侶
」「
律

宗
」
が
並
ぶ
。
じ
っ
と
睨

ん
で
想
像
し
て
み
よ
う
。

著
者
は
こ
の
７
枚
の
こ
ざ

ね
の
配
置
に
注
目
し
、
意

味
す
る
と
こ
ろ
や
関
係
性

を
追
跡
す
る
。
こ
の
７
枚

が
何
を
物
語
る
の
か
と
。

著
者
は
「
僧
（
院
）
の
生

活
の
表
と
裏
で
あ
る
」
と

考
え
る
。
そ
し
て
、
梅
棹

の
脳
細
胞
に
踏
み
込
ん
で

「
こ
こ
で
は
仏
教
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ッ
ク

ス
が
論
じ
ら
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
」
と
読
み
解
き
仮

説
を
立
て
、
さ
ら
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
領
域
に
入

り
「
こ
れ
は
誰
も
が
梅
棹

の
見
解
を
一
度
は
聞
い
て

み
た
い（
読
ん
で
み
た
い
）

テ
ー
マ
と
な
っ
た
に
ち
が

い
な
い
」
と
編
集
者
の
発

想
を
す
る
。
読
み
手
な
り

に
こ
ざ
ね
を
付
け
加
え
る

の
も
楽
し
み
だ
。

　

頭
の
中
の
整
理
法
で
あ

り
、
論
理
的
に
文
章
を
作

成
す
る
方
法
で
も
あ
る

が
、
知
的
生
産
の
た
め
の

手
法
で
あ
る
。
恐
竜
の
化

石
の
一
片
一
片
を
並
べ
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
、
立
体
的

に
実
物
大
の
骨
格
見
本
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
と
、

ほ
ぼ
全
容
が
復
元
で
き

る
。
梅
棹
の
考
え
の
断
片

を
手
繰
り
寄
せ
蘇
ら
せ
、

幻
の
書
を
再
現
し
た
貴
重

な
産
物
が
本
書
で
あ
る
。

誰もが暮らしやすい社会に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
中
国
・
武
漢
市
で
発
見

さ
れ
て
か
ら
１
年
。現
在
、

世
界
全
体
の
感
染
者
は
約

６
、
３
０
０
万
人
、
死
者

は
１
４
６
万
人
（
11
月
30

日
現
在
、
米
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ズ
大
）。
感
染

拡
大
が
続
く
。
国
内
で
は

第
３
波
の
な
か
「
感
染
爆

発
目
前
」「
医
療
崩
壊
寸

前
」
と
報
じ
ら
れ
緊
迫
度

が
高
ま
っ
て
い
る
。
朗
報

は
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
英
国
や
米
国
で

近
々
始
ま
る
こ
と
だ
。

　

ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は

続
く
。
未
来
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

私
た
ち
は
ど
う
向
き
合
え

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
本

書
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い

に
こ
の
夏
、
世
界
的
知
識

人
６
人
へ
緊
急
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
人
口
減
少
や
超
高

齢
社
会
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）、
電
源
構
成
、
脱
炭

素
な
ど
の
問
題
山
積
の
な

か
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生

き
抜
く
た
め
の
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
賢
者
か
ら
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
ご
く

一
部
だ
が
紹
介
す
る
。

【
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
（
82
）】
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）

地
理
学
教
授
。
著
書
の

「
銃
・
病
原
体
・
鉄
」（
草

思
社
）
は
世
界
的
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
、
最
新
刊
「
危
機

と
人
類
」（
日
本
経
済
新

聞
出
版
社
）。
各
国
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
の
資
質
が
コ

ロ
ナ
対
応
で
如
実
に
表
れ

た
と
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
酷
さ
と
加
州
知
事
を
対

比
す
る
。
日
本
は
「
社
会

的
規
範
に
反
し
て
ま
で
行

動
す
る
人
は
少
な
い
」
と

好
意
的
だ
が
、
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
や
香
港
の

デ
モ
か
ら
若
者
に
つ
い
て

「
日
本
で
も
同
じ
。
次
の

世
代
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
投
票
に
行
く
こ
と
」

　
「
二
百
六
十
四
年
続
い

た
徳
川
幕
府
は
、
十
五
代

将
軍
慶
喜
の
大
政
奉
還
を

も
っ
て
幕
を
下
ろ
さ
れ

た
」

　
「
二
百
六
十
四
年
」
と

い
う
表
記
に
も
、
作
者
の

歴
史
事
実
を
扱
う
緻
密
さ

を
知
る
。
将
軍
職
を
朝
廷

に
返
上
し
た
も
の
の
、
鳥

羽
伏
見
で
錦
旗
を
掲
げ
る

薩
長
軍
に
敗
れ
て
徳
川
慶

喜
は
大
坂
城
に
退
却
し

た
。
大
坂
城
を
海
上
か
ら

守
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
で

造
船
さ
れ
た
ば
か
り
の
軍

艦
開
陽
丸
が
、
他
の
幕
府

軍
船
と
共
に
大
坂
湾
で
待

機
し
て
い
た
。
開
陽
丸
の

船
体
は
木
造
な
が
ら
最
新

の
一
軸
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進

を
備
え
、
排
水
量
２
５
９

０
ト
ン
、
全
長
72
・
８
メ

ー
ト
ル
、
４
百
馬
力
の
蒸

気
機
関
、
最
大
速
力
は
10

海
里
、
大
砲
26
門
を
備
え

た
東
洋
最
強
を
う
た
う
軍

艦
で
あ
る
。

　

大
坂
城
で
幕
臣
た
ち
に

は
檄
を
飛
ば
し
な
が
ら
、

彼
ら
を
置
き
去
り
に
し

て
、慶
喜
は
夜
陰
に
紛
れ
、

開
陽
丸
で
江
戸
に
逃
げ
帰

っ
て
し
ま
う
。
大
坂
か
ら

江
戸
へ
最
後
の
将
軍
を
運

ぶ
大
役
を
受
け
る
と
こ
ろ

か
ら
、
職
を
解
か
れ
た
幕

臣
た
ち
の
生
活
の
糧
を
求

め
て
の
反
逆
の
幕
府
軍
艦

と
し
て
の
航
海
の
日
々
が

始
ま
っ
た
。

　

新
政
府
に
は
従
え
ぬ
、

幕
府
海
軍
の
要
職
に
あ
っ

た
榎
本
武
揚
や
澤
太
郎
左

衛
門
、
新
撰
組
残
党
の

土
方
歳
三
ら
を
乗

せ
て
、
江
戸
を
出

航
し
た
開
陽
丸
を

待
っ
て
い
た
の
は

台
風
だ
っ
た
。
満

身
創
痍
で
仙
台
に

到
着
し
た
と
き

は
、
新
政
府
と
奥

羽
越
列
藩
同
盟
と

の
戊
辰
戦
争
の
真

最
中
。
会
津
藩
滅
亡
の
後

は
、
幕
臣
た
ち
が
棲
め
る

新
天
地
を
求
め
、箱
館（
函

館
）
へ
と
更
に
航
海
を
進

め
る
。
彼
ら
は
蝦
夷
地
に

上
陸
す
る
や
五
稜
郭
に
続

い
て
松
前
城
を
落
と
し

た
。
そ
れ
で
も
政
府
軍
に

与
す
る
松
前
藩
は
降
伏
し

な
い
。
開
陽
丸
は
海
上
か

ら
政
府
軍
に
砲
撃
を
続
け

る
が
、
思
わ
ぬ
強
風
に
流

さ
れ
、
座
礁
し
て
江
差
の

【
著
者
紹
介
】
上
田
秀
人
（
う
え
だ
・
ひ
で
と
）

１
９
５
９
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大

学
卒
。
97
年
、
小
説
ク
ラ
ブ
新
人
賞
佳
作
に
入

選
し
デ
ビ
ュ
ー
。
歴
史
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た

骨
太
の
作
風
で
注
目
を
集
め
る
。
２
０
１
０
年
、

｢

孤
闘　

立
花
宗
茂｣
で
中
山
義
秀
文
学
賞
受

賞
。「
百
万
石
の
留
守
居
役
」「
禁
裏
付
雅
帳
」

「
聡
四
郎
巡
検
譚
」「
高
家
表
裏
譚
」「
日
雇
い

浪
人
生
活
録
」「
辻
番
奮
闘
記
」「
勘
定
侍　

柳

生
真
剣
勝
負
」
な
ど
、
多
く
の
文
庫
書
き
下
ろ

し
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
単
行
本
の
近
著
に
「
本

懐
」「
本
意
に
非
ず
」
な
ど
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
前
向
き
に
捉
え
直
す
機
会
に

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
　
大
野
和
基
編

世
界
的
知
識
人
に
緊
急
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
文
春
新
書

定
価
８
８
０
円（
税
込
み
）

明
治
維
新
の
陰
に
光
当
て
る

　
　

陽
眠
る  

上
田
秀
人
著

角
川
春
樹
事
務
所　

定
価
１
、８
７
０
円
（
税
込
み
）

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
古
代
史
研
究
家
）

注
目
の
歴
史
小
説

話題の本
コロナ禍で

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

だ
と
説
く
。

【
マ
ッ
ク
ス
・
テ
グ
マ
ー

ク
（
53
）】
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ

Ｔ
）
理
論
物
理
学
（
宇
宙

論
）、
Ａ
Ｉ
の
研
究
者
。

Ａ
Ｉ
と
人
間
の
共
存
を
説

い
た
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
３
・
０
」

（
紀
伊
国
屋
書
店
）
は
全

米
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。「
今

回
得
た
教
訓
は
、
自
ら
の

文
明
を
も
っ
と
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
（
強
靭
で
柔
軟
）
な

も
の
に
す
る
こ
と
だ
」。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
機
械
学

習
に
よ
る
「
接
触
追
跡
」

は
有
効
と
評
価
。「
数
十

年
以
内
に
で
き
る
人
間
の

知
性
を
超
え
る
〝
汎
用
型

Ａ
Ｉ
〞」
に
「
超
え
て
は

な
ら
な
い
一
線
を
明
確
に

ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
」
だ

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

【
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン

（
65
）】
ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
。
人

材
論
・
組
織
論
の
権
威
。

「
人
生
百
年
時
代
」
の
提

唱
者
。「
ワ
ー
ク
・
シ
フ

ト
」（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
）、

「
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
」（
東

洋
経
済
新
報
社
）
は
世
界

的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。「
社

会
を
良
い
方
向
に
向
か
わ

せ
る
」
い
い
機
会
だ
。
在

宅
勤
務
の
採
用
や
「
デ
ジ

タ
ル
・
ス
キ
ル
の
加
速
的

向
上
」
か
ら
「
新
し
い
生

活
規
範
」
が
確
立
さ
れ
、

東
京
一
極
集
中
緩
和
の
契

機
と
指
摘
。
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
時
代
で
も
「
ｈ
ｅ
ａ

ｌ
ｔ
ｈ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
」

（
健
康
を
保
ち
つ
つ
歳
を

重
ね
る
こ
と
）を
認
識
し
、

「
困
難
や
逆
境
に
あ
っ
て

も
柔
軟
に
生
き
延
び
る
力

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）」
で
変

わ
る
時
だ
と
強
調
す
る
。

【
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ピ
ン

海
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

榎
本
、
土
方
ら
は
蝦
夷

島
政
府
を
つ
く
っ
た
が
、

米
、
英
、
仏
か
ら
政
府
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
財

政
も
困
窮
し
、
行
き
詰
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
新
政
府
の

攻
撃
を
受
け
、
土
方
は
戦

死
、
榎
本
武
揚
や
澤
は
投

獄
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
榎
本
と
澤
は

赦
免
さ
れ
た
。
順
当
に
出

世
し
た
榎
本
に
比
べ
、
澤

は
栄
達
を
望
ま
ず
、
海
軍

兵
学
校
で
後
進
の
育
成
に

尽
力
し
た
。「
儂わ

し
の
夢
は
、

北
の
海
で
寝
て
い
る
」
と

言
っ
た
澤
の
言
葉
が
味
わ

い
深
い
。
明
治
維
新
の
陰

の
部
分
に
光
を
当
て
た
ド

ラ
マ
で
あ
る
。

　

ど
こ
ま
で
税
金
は
や
や
こ
し
く
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
国
民
が
理
解
で
き
な
い
税

制
っ
て
本
当
に
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
は
基
礎
控
除

が
ま
ず
変
わ
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
給
与
所

得
控
除
が
変
わ
る
。

と
言
っ
て
も
意
味
が

分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

世
間
で
い
う
「
扶
養

家
族
の
給
料
は
百
万

円
ま
で
に
し
て
お
か

い
な
い
と
！
」
と
い

う
の
は
、
昔
々
基
礎

控
除
が
35
万
円
で
給

与
所
得
控
除
が
最
低
で
も
65
万
円
の
時
代

で
、
扶
養
家
族
に
で
き
る
家
族
の
所
得
は

35
万
円
以
下
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
場
合

な
ら
、
給
料
百
万
円
か
ら
給
与
所
得
控
除

65
万
円
を
引
く
と
35
万
円
と
な
り
、
扶
養

家
族
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
基
礎
控

除
が
38
万
円
に
な
っ
た
の
と
同
時
に
扶

養
家
族
の
要
件
が
所

得
で
38
万
円
以
下
に

な
っ
た
気
が
す
る
。

今
度
は
基
礎
控
除
を

48
万
円
に
す
る
け
れ

ど
、
給
与
所
得
控
除

の
最
低
額
を
55
万
円

に
変
更
し
た
の
だ
。

結
果
的
に
は
今
と
一

緒
だ
。
し
か
し
所
得

が
２
、
４
０
０
万
円

を
超
え
る
と
段
階
的

に
基
礎
控
除
が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
以
前
か
ら
あ
る
「
寡
婦
（
夫
）
控

除
」
が
「
ひ
と
り
親
控
除
」
に
改
正
さ
れ

て
い
る
。未
婚
の
親
を
含
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
人
は

寡
婦
と
は
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
婚

姻
し
て
い
な
く
て
も
住
民
票
に
「
未
届
け

の
妻
・
夫
」
と
す
る
こ
と
で
年
金
が
も
ら

え
る
様
に
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　

ひ
と
り
親
に
該
当
す
る
と
35
万
円
の
所

得
控
除
と
な
る
が
、
要
件
は
所
得
が
48
万

円
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
こ
と
と
、
本
人

の
所
得
が
５
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
な

の
で
、
前
の
「
特
別
の
寡
婦
」
と
同
様

だ
。
以
前
に
27
万
円
の
寡
婦
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
離
婚
し
て
い
る
人
は
、

本
人
の
所
得
が
５
百
万
円
以
下
の
要
件
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
寡
夫
控
除
を
受

け
て
い
た
人
は
27
万
円
の
控
除
だ
っ
た
も

の
が
「
ひ
と
り
親
控
除
」
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
35
万
円
の
控
除
に
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
や
や
こ
し
い
な
ぁ
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室
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今年の年末調整もややこしいぞ

カ
ー
（
65
）】
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
心
理
学
教
授
、
進

化
心
理
学
の
第
一
人
者
。

「
私
た
ち
が
無
知
で
あ
る

こ
と
を
謙
虚
に
認
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
深

刻
な
事
態
に
発
展
す
る
か

現
時
点
で
は
だ
れ
も
予
測

で
き
な
い
」。
だ
か
ら
こ

そ
目
の
前
の
危
機
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
に
「
自
分

の
視
点
を
変
え
、
過
去
と

現
在
を
比
べ
、
デ
ー
タ
で

現
状
を
冷
静
に
判
断
し
ま

し
ょ
う
。
過
去
に
進
歩
し

た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
進
歩
で
き
る
見
込
み
は

あ
り
ま
す
」
と
、
ぶ
れ
な

い
行
動
で
未
来
に
楽
観
主

義
で
対
応
し
よ
う
と
訴
え

る
。

【
ス
コ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ロ
ウ

ェ
イ
（
55
）】
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
大
学
ス
タ
ー
ン
経
営

大
学
院
教
授
。「
ｔ
ｈ
ｅ

ｆ
ｏ
ｕ
ｒ
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」

（
東
洋
経
済
新
報
社
）
は

国
際
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下
で
も

「
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
企
業
は
、

た
め
た
巨
額
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
で
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都

市
封
鎖
）
で
も
攻
勢
に
出

ら
れ
る
」。
経
済
面
に
及

ぼ
す
影
響
は
「
変
化
の
担

い
手
」
と
い
う
よ
り
も

「
促
進
剤
」
の
側
面
が
強

い
。
大
学
の
閉
鎖
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
は
、
二

流
大
学
以
下
が
「
死
の
行

進
」
を
始
め
、
一
流
大
学

は
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
者
の

大
幅
増
で
授
業
料
値
下
げ

も
可
能
に
。そ
の
反
面「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
う
10
代
の
子
供

た
ち
に
鬱
が
増
加
し
て
い

る
」
と
危
惧
す
る
。

【
ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ

ン
（
67
）】
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
立
大
学
大
学
院
セ
ン

タ
ー
教
授
。
２
０
０
８
年

に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を

受
賞
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

理
論
的
支
柱
を
担
っ
た
。

経
済
活
動
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
は
「
脳
を
一
時
的
に

停
止
さ
せ
る
治
療
法
に
似

た
人
工
的
な
昏
睡
状
態
」

で
「
疫
学
者
意
見
に
従
う

べ
き
だ
と
い
う
の
が
一
流

の
経
済
学
者
た
ち
の
圧
倒

的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と

述
べ
、
失
業
者
や
困
窮
す

る
企
業
へ
の
財
政
援
助
は

喫
緊
の
課
題
と
指
摘
。
学

ぶ
べ
き
教
訓
は
「
迅
速
に

強
固
な
国
際
協
力
体
制
を

築
く
こ
と
」
だ
と
い
う
。

日
本
政
府
に
「
個
人
消
費

を
上
げ
、
イ
ン
フ
レ
率
を

上
げ
る
こ
と
が
急
務
」
と

提
言
す
る
。

　

最
後
に
、
大
野
和
基
氏

は
、
あ
と
が
き
で
「
今
回

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
前
向

き
に
捉
え
直
す
機
会
に
な

っ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
は

前
進
で
き
る
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
総
括
。

　

平
易
な
文
章
に
実
例
と

提
案
や
ヒ
ン
ト
が
満
載
、

「
巣
ご
も
り
」
読
書
で
じ

っ
く
り
と
読
み
た
い
貴
重

な
一
冊
。

　

テ
ィ
ト
ゥ
ス
（
在
位
七
九
〜
八
一
年
）
と
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ

ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
（
在
位
一
九
三
〜
二
一
一
年
）
の
凱
旋
門

の
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
し
た
。
テ
ィ
ト
ゥ
ス
の
凱
旋

門
は
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
の
勝
利
を
祝
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
の
凱
旋
門
は
第

六
次
パ
ル
テ
ィ
ア
戦
争
で
、
敵
の
首
都
ク
テ
シ
フ
ォ
ン
を
陥

落
さ
せ
た
こ
と
を
祝
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
頃
、
流
石
の
し

ぶ
と
い
パ
ル
テ
ィ
ア
も
勢
い
が

衰
え
て
い
た
頃
で
し
た
が
、
こ
の

征
服
で
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
北
部

を
ロ
ー
マ
の
領
土
に
く
わ
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
彼
は

狐
の
狡
猾
さ
と
獅
子
の
勇
猛
さ

を
兼
ね
備
え
た
皇
帝
と
さ
れ
、
後

世
の
評
価
は
好
悪
さ
ま
ざ
ま
で
、

最
後
は
ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征
中
に

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
長
城
を
越
え

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
カ
レ
ド
ニ
ア
）
に
侵
入
し
た
と
こ
ろ
で

病
に
倒
れ
、
ヨ
ー
ク
で
死
亡
し
ま
し
た
。
息
子
の
カ
ラ
カ
ラ

と
ゲ
タ
に
「
お
互
い
仲
良
く
暮
ら
せ
。
兵
を
富
ま
せ
よ
。
そ

し
て
そ
の
他
の
こ
と
は
無
視
し
ろ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
二
人
は
争
い
、
カ
ラ
カ
ラ
は

ゲ
タ
を
殺
し
、
結
局
カ
ラ
カ
ラ
自
身
も
パ
ル
テ
ィ
ア
遠
征
途

上
で
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、ア
グ
リ
ッ
パ（
前
六
三
〜
前
一
二
年
）が
創
建
し
、

そ
の
百
五
十
年
後
に
皇
帝
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
（
在
位
一
一
七
〜

一
三
八
年
）
が
再

建
し
た
古
代
ロ
ー

マ
の
も
の
が
そ
の

ま
ま
残
っ
た
と
い

わ
れ
る
パ
ン
テ
オ

ン
、
二
十
五
万
人

を
収
容
で
き
た
と

い
う
ベ
ン
・
ハ
ー

で
有
名
な
戦
車
競

技
用
の
チ
ル
コ
・

マ
ッ
シ
ー
モ
（
大

競
技
場
）跡
、ロ
ー

マ
市
の
北
の
玄
関

口
ポ
ポ
ロ
広
場
に

立
つ
オ
ベ
リ
ス
ク
（
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
命
に
よ

り
エ
ジ
プ
ト
の
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
か
ら
運
ば
れ
た
）、
三
万
人

を
収
容
で
き
た
と
い
う
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
（
在
位
八
一
〜
九

六
年
）
の
競
技
場
の
上
に
作
ら
れ
た
ナ
ヴ
ォ
ナ
広
場
、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
が
、
ベ
ネ
チ
ア
広
場
と
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
挟
ま
れ
た

著
名
皇
帝
が
建
設
し
た
広
場
の
上
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ

リ
ア
の
威
信
を
か
け
て
作
っ
た
直
線
の
大
通
り
、
異
様
に
目

立
つ
イ
タ
リ
ア
統
一
達
成
時
に
在
位
し
て
い
た
サ
ル
デ
ィ
ニ

ア
王
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
二
世
記
念
堂
、
ご

存
じ
観
光
客
で
ご
っ
た
返
す
ト
レ
ビ
の
泉
や
ス
ペ
イ
ン
広
場

な
ど
、
こ
う
し
て
並
べ
て
行
く
だ
け
で
疲
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
中
で
ベ
ネ
チ
ア
広
場
に
面
す
る
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
二
世
記
念
堂
を
訪
れ
た
時
、
面
白
い
経
験
を

し
ま
し
た
。
記
念
堂
の
広
い
階
段
に
は
観
光
客
が
た
む
ろ
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
を
ア
メ
リ
カ
人
と
思
わ
れ
る
ス
ラ

リ
と
し
た
女
性
が
登
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
水
兵
（
こ

れ
も
か
っ
こ
い
い
）
が
二
人
、
そ
の
女
性
の
あ
と
を
追
っ
て

行
っ
て
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
や
っ
て
い
る
な
と
思
っ
て
見

て
い
る
と
、
そ
の
内
の
一
人
が
ほ

と
ん
ど
彼
女
に
触
れ
ん
ば
か
り
に

近
づ
き
、
英
語
の
よ
う
な
言
葉
で

話
し
か
け
た
途
端
、
滑
っ
て
す
っ

て
ん
こ
ろ
り
ん
と
転
げ
落
ち
ま
し

た
。
大
理
石
の
階
段
で
す
。
さ
ぞ

痛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
他
の

観
光
客
と
一
緒
に
か
わ
い
そ
う
に

と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
水
兵
は
す
ぐ
立
ち
上
が

り
、
先
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
女
性
を
追
い
か
け
さ
ら
に
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。
大
勢
の
観
衆
の
前
で
ひ
っ
く
り
返
っ
て

も
あ
き
ら
め
ず
に
突
き
進
む
イ
タ
リ
ア
男
性
を
見
て
、
男
は

こ
う
で
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
も
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

一
部
始
終
を
見
て
い
た
観
光
客
（
ほ
と
ん
ど
が
白
人
）
も
唖

然
と
し
な
が
ら
、
さ
す
が
は
イ
タ
リ
ア
男
児
と
感
心
し
た
の

か
、
笑
い
な
が
ら
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
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ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
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洒
脱
な
紳
士
。
菊
池
哲
也
さ
ん
（
50
）
の
第
一
印
象
だ
。
株
式
会
社

日
本
衛
生
公
社
（
大
阪
市
中
央
区
玉
造
２
―
３
―
17
―
４
Ｆ
、
☎
06
―

６
９
４
５
―
５
８
６
６
）
の
社
長
で
あ
る
菊
池
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト
に

ス
ー
ツ
を
着
こ
な
す
。
お
洒
落
な
立
ち
居
振
る
舞
い
は
一
朝
一
夕
で
は

身
に
付
か
な
い
。
休
み
の
日
に
は
着
物
姿
で
茶
道
を
楽
し
む
。

排
水
設
備
管
理
、
害
虫
害

獣
防
除
、
ド
バ
ト
防
除
、

病
原
菌
消
毒
。
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
影
響
で
大
忙
し
の
１
年

と
な
っ
た
。

　

同
社
に
入
る
ま
で
は
学

生
時
代
か
ら
夢
に
描
い
て

い
た
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
。
ワ
イ
ン

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
資
格
を

取
り
、
本
格
的
に
ホ
テ
ル

マ
ン
の
道
を
突
き
進
ん
で

い
た
矢
先
、
父
親
が
胃
が

ん
を
宣
告
さ
れ
た
。
父
親

に
請
わ
れ
、
22
歳
の
と
き

に
渋
々
入
社
し
た
。

　

Ｊ
Ｃ
や
倫
理
法
人
会
で

学
ぶ
う
ち
、
仕
事
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、
社
内

の
改
革
に
踏
み
出
し
た
。

初
め
は
反
発
す
る
社
員
も

い
た
が
、
年
数
を
重
ね
て

地
道
な
努
力
を
続
け
、
今

で
は
立
派
な
倫
理
経
営
企

業
へ
と
成
長
し
た
。

　

菊
池
社
長
に
は
も
う
１

つ
の
顔
が
あ
る
。
漁
火
会

会
長
や
政
経
倶
楽
部
大
阪

支
部
長
、
関
西
防
衛
を
支

え
る
会
研
修
部
長
な
ど
を

務
め
、
日
本
を
よ
り
良
い

国
に
す
る
た
め
の
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
に
す
る
た
め
、
公
私

共
に
一
生
懸
命
だ
。
静
か

な
笑
顔
の
奥
に
は
情
熱
の

炎
が
常
に
あ
る
。

　

父
親
が
１

９
７
６
年
に

起
こ
し
た
会

社
を
継
い

で
、
31
歳
で

２
代
目
社
長

に
就
任
。
事

業
内
容
は
清

掃
管
理
、
ハ

ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
給

「創業100周年記念会に96歳で出
席します」と話す菊池哲也社長

作家の小田豊二さんを講師に迎え

　

講
師
を
務
め
た
作
家
の
小
田

豊
二
さ
ん
（
75
）
＝
写
真
＝
は
、

聞
き
書
き
の
第
一
人
者
。
イ
ン

タ
ー
ビ
ュ
ー
し
た
人
は
１
５
０

０
人
を
超
え
る
。
20
年
前
か
ら

聞
き
書
き
活
動
を
始
め
、
今
で

は
日
本
聞
き
書
き
学
校
講

師
と
し
て
全
国
を
飛
び
回

る
。
聞
き
書
き
は
、
認
知

症
予
防
に
な
る
と
注
目
を

集
め
て
い
る
。

　

こ
の
日
、
前
半
は
基
礎

編
と
し
て
「
聞
き
書
き
と

は
何
か
？
」
を
小
田
さ
ん

が
自
分
の
体
験
を
交
え
な

　

聞
き
書
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
が
11
月
11
日
に
西
宮
市

民
会
館
（
西
宮
市
六
湛
寺
町

10
）
で
開
か
れ
た
。
主
催
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症
予
防
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
（
福
田
章
理
事
長
）。

が
ら
述
べ
た
。
語
り
手
の
話
を

し
っ
か
り
聞
き
、
話
し
言
葉
で

書
き
、
製
本
し
て
１
冊
の
本
に

仕
上
げ
、
語
り
手
に
渡
す
の
が

聞
き
書
き
の
基
本
だ
。

　

聞
き
方
の
コ
ツ
か
ら
原
稿
の

ま
と
め
方
ま
で
具
体
的
に
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
小
田
さ

ん
。
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

　

後
半
は
実
践
編
。
小
田
さ
ん

が
聞
き
手
と
な
り
、
実
際
の
語

り
手
か
ら
話
を
聞
き
、
ど
の
よ

う
に
し
て
ま
と
め
る
の
か
を
説

明
し
た
。

聞き書きボランティア
養成講座広

域

梅
棹
忠
夫
生
誕
１
０
０
年
記
念
出
版

  

梅
棹
忠
夫
の
日
本
人
の
宗
教

　
　
　

梅
棹
忠
夫
著
・
中
牧
弘
允
編
著
淡
交
社

定
価
２
、４
２
０
円（
税
込
み
）

よ
み
が
え
る
幻
の
構
想
メ
モ
「
こ
ざ
ね
」

〈
編
者
に
つ
い
て
〉

　

大
野
和
基
氏
は
１

９
５
５
年
、
兵
庫
県

生
ま
れ
。
東
京
外
国

語
大
学
英
米
学
科
卒

業
。
１
９
７
９
年
か

ら
18
年
間
渡
米
。
コ

ー
ネ
ル
大
学
で
化
学
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
科

大
学
で
基
礎
医
学
を

学
ぶ
。
そ
の
後
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
動
。
編
著
書
に

「
未
来
を
読
む
」「
未

完
の
資
本
主
義
」（
と

も
に
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）

な
ど
。

（
注
）
Ｂ
８
判
（
６
・
４

セ
ン
チ
×
９
・
１
セ
ン

チ
）「
知
的
生
産
の
技
術
」

（
岩
波
新
書
）
２
０
２
頁

NPO法人認知症予防サポートネット
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上
方
の
人
気
落
語
家
・

２
代
目
桂
ざ
こ
ば
さ
ん
の

名
前
を
付
け
た
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｃ
ｏ
Ｂ
ａ
ｒ
と
い
う
酒

場
が
あ
る
。
狭
い
横
丁
に

面
し
た
フ
ル
オ
ー
プ
ン
の

カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー
で
あ

り
、
す
こ
ぶ
る
換
気
の
良

い
店
だ
。

　

大
阪
の
古
い
魚
市
場

が
、
一
切
の
雑ざ

魚こ

を
扱
う

こ
と
か
ら
、
雑ざ

魚こ

場ば

と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

店
主
の
後
藤
浩
哉
さ
ん

（
64
）
が
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｃ
ｏ

Ｂ
ａ
ｒ
を
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
４
年
前
。
以
前
は
焼

肉
店
「
焼や

く

心し
ん

」
を
営
ん
で

い
た
。

　

取
材
に
訪
れ
た
際
、
隣

席
の
男
性
客
が
美
味
し
そ

う
な
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
て

い
た
の
で
、
後
藤
さ
ん
に

聞
く
と
米
国
産
ビ
ー
フ
に

塩
昆
布
と
ワ
サ
ビ
を
利
か

せ
て
、
美
味
し
く
仕
上
げ

て
い
る
と
の
こ
と
。
男
性

客
は
お
そ
ら
く
焼
心
時
代

か
ら
の
常
連

客
だ
ろ
う
。

最
近
は
や
た

ら
に
ス
テ
ー

キ
屋
が
出
来

た
り
潰
れ
た

り
し
て
い
る

が
、
ひ
と
味

違
う
ス
テ
ー

キ
は
人
気
が

あ
る
よ
う

だ
。

　

す
ぐ
近
場

に
姉
妹
店
の

「
Ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ

坂
町
」
が
あ

り
、
お
弟
子
さ
ん
が
店
を

仕
切
っ
て
い
る
。

　

後
藤
さ
ん
に
モ
ッ
ト
ー

を
聞
く
と
、「
が
ん
ば

る
！
」。若
い
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
「
悪
い
奴
は
い

い
け
ど
、
嫌
な
奴
は
ア
カ

ン
と
思
う
」。
や
ん
ち
ゃ

な
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら

れ
る
ひ
と
こ
と
だ
。

　

ぜ
ひ
と
も
後
藤
さ
ん
の

ス
テ
ー
キ
を
食
べ
に
行
こ

う
！

（
小
川
秀
人
）

　
「
あ
ん
た
、
お
で
こ
の
と
こ
ろ
腫
れ

て
き
た
や
な
い
の
。
大
丈
夫
？
」

　
「
お
ぉ
ん
」

　

私
の
言
葉
に
ミ
ツ
ル
は
い
つ
も
面
倒

臭
そ
う
に
答
え
る
。

　
「
ほ
ん
ま
か
？　

ち
ょ
っ
と
、
見
せ

て
み
。
お
母
さ
ん
に
見
せ
て
み
」

　
「
大
丈
夫
や
っ
て
」

　

私
の
手
が
額
に
触
れ
る
と
ミ
ツ
ル
は

飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
し
て
痛
が
っ
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
…
お
前
、
何
し
て
ん
ね

ん
！
」

　
「
何
が
や
の
？　

や
っ
ぱ
り
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
ん

や
ん
か
。
痛
い
ん
や
ろ
？
」

　
「
お
前
が
触
る
か
ら
や
ん
け
！
」

　
「
何
が
や
の
。
誰
に
〝
お
前
〞
っ
て
言
っ
て
ん
の
、

あ
ん
た
。
先
生
呼
ぼ
う
か
？
」

　
「
い
ら
ん
！
」

　
「
痛
い
ん
や
ろ
？
」

　
「
お
前
が
触
っ
た
か
ら
や
ん
け
！
」

　

久
々
の
ミ
ツ
ル
の
声
。
こ
ん
な
形
で
再
会
し
た
く

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、嬉
し
い
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

１
人
で
ち
ゃ
ん
と
生
活
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

料
理
も
洗
濯
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

し
っ
か

り
と
食
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
あ
ん
た
、
彼
女
は
？
」

　
「
…
何
や
ね
ん
急

に
」

　
「
い
い
や
な
い
の
。

教
え
て
く
れ
て
も
。

あ
ん
た
の
年
や
っ
た

ら
彼
女
お
る
く
ら
い

普
通
や
で
？　

同
級

生
み
ん
な
結
婚
し
て

ん
の
に
」

　
「
み
ん
な
っ
て
誰

や
ね
ん
」

　
「
ほ
ら
、
あ
の
福

島
君
も
、飯
森
君
も
。

あ
の
、
あ
れ
。
誰
や

っ
た
っ
け
。
な
ぁ
、

お
父
さ
ん
」

　
「
え
？
」

　

急
に
話
を
振
ら
れ

た
孝
は
戸
惑
う
。

　
「
そ
う
、あ
の
、水
泳
部
の
大
き
い
子
。ほ
ら
、そ
う
。

あ
、松
藤
君
。あ
ん
た
、あ
の
子
も
結
婚
し
た
ん
や
で
」

　
「
知
っ
て
る
わ
、
う
る
さ
い
な
ぁ
」

　
「
あ
ん
た
彼
女
は
ど
う
や
の
？
」

　
「
何
が
や
ね
ん
」

　
「
だ
か
ら
彼
女
は
で
き
た
ん
か
？
っ
て
」

　
「
お
ら
ん
！
」

　
「
…
あ
ん
た
は
も
う
…
し
っ
か
り
せ
な
あ
か
ん
で
」

　
「
う
る
さ
い
ね
ん
！
」

　

そ
う
言
い
な
が
ら
も
込
み
上
げ
る
喜
び
に
頬
は
弛ゆ

る

ん
だ
。
ミ
ツ
ル
が
誰
か
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の

は
考
え
ら
れ
な
い
。
あ
な
た
は
私
の
可
愛
い
息
子
。

私
に
は
ミ
ツ
ル
を
誰
よ
り
も
深
く
愛
し
て
い
る
と
い

う
自
負
が
あ
る
。

　
「
あ
ん
た
、
そ
の
傷
、
階
段
か
ら
転
ん
だ
ん
や
っ

て
？
」

　
「
お
ぉ
ん
」

　
「
ほ
ん
ま
危
な
い
ね
ん
か
ら
。
あ
ん
た
お
酒
も
い

い
加
減
に
し
と
き
な
さ
い
よ
。
そ
ん
な
打
ち
身
で
済

ん
だ
か
ら
よ
か
っ
た
け
ど
、
打
ち
ど
こ
ろ
悪
か
っ
た

ら
あ
ん
た
、
お
釈
迦
さ
ん
や
で
」

　
「
分
か
っ
て
る
」

　

面
倒
臭
そ
う
に
答
え
る
ミ
ツ
ル
。
目
は
合
わ
せ
な

い
。

　
「
階
段
か
ら
落
ち
た
ん
か
」

　

孝
が
急
に
会
話
に
入
っ
て
き
た
。
孝
が
会
話
に
参

加
す
る
と
き
は
た
い
て
い
何
か
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を

企
ん
で
い
る
。

　
「
そ
ん
な
ら
、
蒲
田
行
進
曲
み
た
い
や
な
ぁ
」

　
「
え
？　

何
が
？
」

　

ミ
ツ
ル
は
意
味
を
よ
く
飲
み
込
め
て
い
な
い
。

　
「
階
段
か
ら
落
ち
て
、
最
後
、
銀
ち
ゃ
ん
カ
ッ
コ

い
い
っ
て
」

　

そ
う
言
っ
て
孝
は
一
人
で
笑
い
、
そ
の
笑
い
が
原

因
で
咳
こ
ん
で
、
最
後
に
は
苦
し
そ
う
に
む
せ
て
終

わ
っ
た
。

　
「
何
そ
れ
？
」

　
「
知
ら
ん
か
？　

つ
か
こ
う
へ
い
。
そ
ん
な
ら
、

あ
の
彼
」

　
「
え
？
」

　

孝
の
視
線
の
先
に
は
帰
り
支
度
を
既
に
整
え
た
圭

太
君
が
い
た
。

　
「
圭
太
君
」

　
「
そ
う
、
圭
太
君
か
。
じ
ゃ
あ
、
圭
ち
ゃ
ん
カ
ッ

コ
い
い
、
と
言
っ
て
お
前
も
階
段
か
ら
転
げ
落
ち
た

ん
や
ろ
」

　

圭
太
君
は
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
孝
と
ミ
ツ
ル
の
や

り
と
り
を
見
て
い
た
。

　
「
蒲
田
行
進
曲
や
の
う
て
、
近
鉄
八
尾
や
か
ら
…

近
八
尾
行
進
曲
や
な
」

　

そ
う
言
っ
て
ま
た
笑
っ
た
。
今
度
は
う
ま
く
力
を

逃
が
し
、
む
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
「
近
八
尾
行
進
曲
？
」

　
「
何
や
の
そ
れ
。
お
父
さ
ん
、
ま
た
つ
ま
ら
ん
こ

と
言
っ
て
」

　

私
は
い
つ
も
の
孝
の
く
だ
ら
な
い
駄
洒
落
に
げ
ん

な
り
し
た
。
自
分
の

発
言
に
自
分
だ
け
笑

っ
て
い
る
こ
と
を
含

め
て
、
孝
は
つ
ま
ら

な
い
男
だ
。
そ
し
て

そ
の
分
だ
け
人
一
倍

真
面
目
な
の
だ
。

　
「
で
も
な
、
圭
太
君

は
カ
ッ
コ
え
ぇ
ね
ん
。

親
父
の
言
う
て
る
こ

と
、
そ
れ
だ
け
は
合

っ
て
る
。
酒
の
飲
み

方
も
、
面
白
い
話
も

全
部
教
え
て
く
れ
た
、

俺
の
先
輩
や
ね
ん
」

　

腫
れ
た
顔
で
急
に

真
面
目
に
話
す
ミ
ツ

ル
の
言
葉
は
胸
に
す

と
ん
と
落
ち
た
。
圭

太
君
は
首
を
振
り
な
が
ら
謙
遜
し
て
い
る
。
気
付
け

ば
私
と
孝
、
同
時
に
圭
太
君
に
頭
を
下
げ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
圭
太
君
は
病
室
を
後
に
し
た
。

　
「
ほ
な
、
そ
ろ
そ
ろ
我
々
も
行
き
ま
し
ょ
う
か
？
」

　

孝
が
言
っ
た
。

　
「
そ
う
や
ね
」

　

帰
り
仕
度
と
い
っ
て
も
辺
り
を
見
回
し
て
も
何
の

荷
物
も
な
い
。
ミ
ツ
ル
の
汚
れ
た
服
は
処
分
し
て
も

ら
っ
た
。
パ
イ
プ
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
か
け
た
そ

の
と
き
、
ミ
ツ
ル
の
声
が
聞
こ
え
た
。

　
「
ご
め
ん
な
」

　

聞
き
取
れ
る
か
、
聞
き
取
れ
な
い
か
微
妙
な
声
だ

っ
た
け
れ
ど
、
確
か
に
そ
う
言
っ
た
。

　

私
は
急
に
目
頭
が
熱
く
な
っ
て
、
思
わ
ず
ミ
ツ
ル

に
背
を
向
け
た
。
ミ
ツ
ル
が
私
に
対
し
て
面
と
向
か

っ
て
謝
っ
た
試
し
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
一
言
に
私

は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
孝
は
聞
こ
え
な
か
っ

た
の
だ
と
思
う
。
淡
々
と
私
達
の
持
っ
て

き
た
ス
ウ
ェ
ッ
ト
を
ミ
ツ
ル
に
着
せ
る
手

伝
い
を
し
て
い
た
。

　
「
で
も
あ
れ
や
で
、
あ
ん
た
。
も
う
30
や

ね
ん
か
ら
な
、
子
ど
も
の
こ
と
も
考
え
や
」

　
「
は
ぁ
？
」

　
「
こ
の
間
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
た
け
ど
、
30

越
え
た
ら
精
子
の
働
き
、
弱
な
る
ん
や
で
」

　
「
知
ら
ん
わ
！
」

　

そ
れ
が
照
れ
隠
し
で
あ
る
こ
と
を
２
人

は
き
っ
と
知
ら
な
い
。

次
号
（
１
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説連載小説㉖㉖

嶋
津
亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

近八尾行進曲近八尾行進曲

だ
の
で
す
。
山
伏

姿
に
変
装
を
し
て

逃
避
行
を
続
け
ま

す
が
、
斉
彬
亡
き

後
の
薩
摩
藩
は
幕

府
の
追
及
に
動
揺

し
、
か
つ
て
の
義

に
厚
い
誇
り
高
き

薩
摩
で
は
あ
り
ま

せ
ん
…
。
西
郷
と
合
流
し
錦

江
湾
へ
。

　

平
野
が
初
め
て
白
石
正
一

郎
を
訪
ね
た
の
は
安
政
５
年

（
１
８
５
８
年
）
12
月
12
日
、

月
照
と
西
郷

の
入
水
報
告

で
す
。
宮
本

雅
史
著
「
国
難
の
商
人
」（
産

経
新
聞
出
版
）
に
は
平
野
と

の
出
会
い
が
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
そ
の
足
で
月
照
が
残
し

た
密
書
を
近
衛
家
に
返
す
た

め
京
へ
向
か
う
と
い
う
重
い

任
務
を
背
負
っ
て
い
た
。
平

野
が
沈
痛
な
表
情
で
正
一
郎

に
話
す
光
景
が
目
に
浮
か

ぶ
。
平
野
自
身
、
幕
末
体
制

の
現
状
に
危
機
感
を
持
っ

た
。
こ
の
日
か
ら
白
石
邸
を

拠
点
と
し
て
事
あ
る
た
び
正

一
郎
を
頼
り
、
尊
攘
運
動
を

活
発
化
さ
せ
る
〉

　

正
一
郎
に
披
露
し
た
歌
は

後
世
に
残
る
名
歌
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
薩
摩
の
変
貌
ぶ

り
と
悲
し
み
、
憤
り
、
虚
し

さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
胸
の
も
ゆ
る
思
ひ
に

く
ら
ぶ
れ
ば　

煙
は
薄
し
桜

島
山
（
平
野
次
郎
國
臣
）

　

古
川
薫
著
「
維
新
の
商あ

き

人び
と

」

（
毎
日
新
聞
出
版
）
に
よ
る
と

「
平
野
が
手
荒
い
行
為
の
隙
に

見
せ
る
そ
う
し
た
詩
人
の
気

質
を
、
正
一
郎
は
敬
愛
し
た
」

「
お
尋
ね
者
隠
匿
で
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
正

一
郎
は
誠
心
こ
の
情
熱
的
な

尊
攘
志
士
を
援
助
し
た
」。
教

養
と
信
条
や

気
性
が
相
通

じ
、
意
気
投

合
し
た
の
で

す
。

　

平
野
は
漢

学
・
国
学
・
和

歌
を
学
び
有
職
故
実
に
も
通

じ
た
尚
古
主
義
者
で
横
笛
の

名
手
で
し
た
。
言
動
は
過
激

で
も
人
望
を
集
め
、変
名「
宮

崎
司
」
で
尊

攘
運
動
を
続

け
ま
す
が
、

幕
府
か
ら
は
反
幕
分
子
と
し

て
、
福
岡
藩
か
ら
は
脱
藩
人

と
し
て
追
わ
れ
ま
す
。
大
胆

に
出
歩
く
の
で
妓
楼
に
か
く

ま
う
な
ど
苦
労
し
た
白
石
が

惚
れ
込
ん
だ
の
は
西
郷
隆

盛
、
高
杉
晋
作
そ
し
て
平
野

國
臣
だ
と
い
い
ま
す
。

　

西
郷
を
蘇
生
さ
せ
た
「
気

に
な
る
男
」
は
自
ら
の
信
じ

る
義
に
生
き
、
義
に
殉
じ
た

異
才
で
し
た
。

　

西
国
の
尊
攘
派
を
結
集
し

「
生
野
の
変
」
で
捕
ら
わ
れ

京
都
六
角
獄
舎
で
元
治
元
年

（
１
８
６
４
年
）
斬
首
。
享

年
37
。

　

墓
は
京
都
霊
山
護
国
神

社
、
平
野
神
社
（
福
岡
市
）。

　

親
し
い
仲
間
で
し
ば
ら
く

音
信
が
途
絶
え
た
り
す
る

と
、
今
ご
ろ
、
彼
（
あ
の
人
）

は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
気
に
な
り
ま
す
。
読
書

を
し
て
い
て
も
同
じ
で
す
。

錦
江
湾
で
月
照
と
西
郷
が
入

水
し
た
と
き
に
い
た
月
照
の

忠
僕
・
大
槻
重
助
は
⑦
「
忠

僕
茶
屋
と
月
照
」
で
述
べ
ま

し
た
。
も
う
１
人
、
海
中
の

２
人
を
引
き
揚
げ
、
漁
師
の

家
で
体
を
温
め
西
郷
を
助
け

た
の
が
「
気
に
な
る
男
」
福

岡
藩
士
・
平
野
次
郎
國く

に

臣お
み

で

す
。

　

下
関
・
白
石
邸
か
ら
薩
摩

に
向
か
う
月
照
ら
を
京
奉
行

の
目
明
し
が
尾
行
し
て
い
た

の
で
、
尊
攘
志
士
・
平
野
國

臣
に
月
照
ら
の
保
護
を
頼
ん

気
に
な
る
男
平
野
次
郎
國
臣

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書
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The Co Bar

　

娘
は
「
向
こ
う
の
お
家
で
、
お
嫁

さ
ん
が
話
し
て
い
た
男
の
人
は
ど
な

た
で
す
か
」
と
尋
ね
て
き
た
。「
お

前
は
晴
子
の
と
こ
ろ
に
い
た
の
か

い
」
と
返
す
と
、
娘
は
少
し
う
つ
む

い
た
。

　
「
早
く
綺
麗
な
お
嫁
さ
ん
を
見
た

く
な
っ
て
、
さ
っ
き
み
た
い
に
、
ふ

す
ま
の
間
か
ら
覗
い
て
い
ま
し
た
。

見
た
こ
と
の
な
い
人
で
し
た
」

　

遠
縁
の
親
戚
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
と
、娘
は「
こ
ち
ら
の
頬
に
大
き
な

ほ
く
ろ
が
あ
り
ま
し
た
」と
話
し
た
。

私
は
思
い
当
た
る
節
が
あ
っ
た
の

で
、
い
ろ
い
ろ
と
特
徴
を
尋
ね
た
。

そ
の
結
果
、
何
か
ら
何
ま
で
幼
馴
染

の
圭
吾
そ
っ
く
り

だ
っ
た
。

　

圭
吾
は
死
ん
だ

の
だ
。
５
年
も
前

に
、
私
の
手
で
。

　
「
お
嫁
さ
ん
、

そ
の
男
の
人
と
す
ご
く
楽
し
そ
う
に

話
し
て
た
ん
だ
け
ど
…
」
娘
は
言
い

淀
ん
だ
。「
男
の
人
の
身
体
が
、
姿

見
に
映
っ
て
い
な
か
っ
た
の
。
そ
れ

で
私
は
怖
く
な
っ
て
、
戻
っ
て
き
ま

し
た
」

※

　

い
つ
の
間
に
か
日
が
暮
れ
て
い

た
。
漁
船
の
底
引
き
網
に
角
隠
し
が

か
か
っ
て
い
た
と
組
合
か
ら
連
絡
が

あ
り
、家
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
。

　

私
は
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る

晴
子
の
姿
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
い

た
が
、
だ
め
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
記
憶
は
な
い
の
だ
か
ら
当

然
だ
っ
た
。

　

何
や
ら
家
が
騒
が
し
い
と
気
が
つ

い
た
の
は
、
式
が
始
ま
る
１
時
間
前

の
こ
と
だ
っ
た
。
家
人
に
呼
び
か
け

て
も
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
さ
れ
た
。

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
子
分
の
よ
う

に
扱
っ
て
い
る
従
兄
弟
を
見
つ
け
た

の
で
、
襟
を
掴
ん
で
裏
の
部
屋
に
連

れ
て
行
っ
た
。
従
兄
弟
は
言
い
に
く

そ
う
に
し
て
い
た
が
、
少
し
凄
む

と
、「
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
隙
に
、

晴
子
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
」
と
、花
嫁
の
失
踪
を
白
状
し
た
。

　

先
ほ
ど
女
中
に
様
子
を
見
に
行
か

せ
た
時
に
は
、
化
粧
も
終
え
、
白
無

垢
の
花
嫁
衣
装
を
ま
と
っ
て
、
ち
ょ

こ
ん
と
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
た
と
報

告
し
て
き
た
。
晴

子
は
「
こ
ん
な
に

苦
し
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
わ
。

だ
っ
て
初
め
て
で

す
も
の
」
と
冗
談

を
口
に
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

あ
ん
な
目
立
つ
格
好
で
、
誰
に
も

見
つ
か
ら
ず
に
立
ち
去
る
の
は
無
理

だ
ろ
う
。

　

と
り
あ
え
ず
私
も
一
緒
に
探
そ
う

と
す
る
と
従
兄
弟
に
止
め
ら
れ
た
。

　
「
花
婿
が
出
張
る
と
、
周
り
の
者

を
余
計
に
心
配
さ
せ
ま
す
。
家
に
い

て
く
だ
さ
い
」
そ
う
言
わ
れ
て
な
ぜ

か
安
心
し
た
。

　

手
持
ち
ぶ
さ
た
に
な
っ
て
部
屋
で

新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、
ふ
す
ま
を

少
し
開
け
て
、
誰
か
が
こ
ち
ら
を
見

て
い
た
。「
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
」

入
っ
て
き
た
の
は
、
女
中
の
末
の
娘

だ
っ
た
。

幽
鬼
の
恋
人

中
森
臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

小
説

産経新聞出版、定価1,650円（税込み）

横
丁
に
フ
ル
オ
ー
プ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー

中道健さん（左）と後藤浩哉さん

T
ザ
he C

コ
o B

バ ー
ar

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ

ロ
ナ
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
か

ら
「
喫
茶
軽
食
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
店
ま
で
多
種
多
様

に
わ
た
る
。
ど
れ
も
こ
れ

も
風
評
被
害
で
困
っ
て
い

る
。

　

本
書
は
も
と
も
と

4

4

4

4

の
コ

ロ
ナ
を
応
援
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
出
版
さ
れ
た
。

　

目
次
を
見
て
い
る
だ
け

で
楽
し
く
な
る
。
第
１
章

国
内
店
舗
・
企
業
、
第
２

章
海
外
店
舗
・
企
業
、
第

３
章
製
品
名
・
ブ
ラ
ン
ド
、

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
本
が
た
く
さ

ん
出
版
さ
れ
た
が
、
岩
田

宇
伯
著
「
コ
ロ
ナ
マ
ニ
ア
」

（
パ
ブ
リ
ブ
）
は
異
色
中
の

異
色
だ
。
副
題
は
「『
ウ
イ

ル
ス
以
外
の
コ
ロ
ナ
』
一

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。
も
と
4

4

も
と
4

4

コ
ロ
ナ
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
の
も
の
を
紹
介
し

第
４
章
地
名
、
第
５
章
歌

手
・
バ
ン
ド
、
第
６
章
ア

ル
バ
ム
・
曲
、第
７
章
映
画
・

テ
レ
ビ
、
第
８
章
中
国
コ

ロ
ナ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン

グ
、
第
９
章
便
乗
ソ
ン
グ
・

バ
ン
ド
。

　

閉
塞
し
た
社
会
で
は
笑

い
が
大
切
だ
。
本
書
を
眺

め
る
だ
け
で
、
笑
い
が
こ

み
上
げ
て
く
る
。
笑
い
は

免
疫
力
を
上
げ
る
と
医
学

的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
を
読
み
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

笑
い
飛
ば
そ
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
局
「
ち
ゃ
お
」
79
・
２
MHz
は
、
11
月
か
ら

人
工
知
能
を
導
入
し
た
Ａ

Ｉ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る

番
組
放
送
を
開
始
し
て
い

る
。

　

大
阪
府
下
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局
で
は

初
め
て
の
災
害
発
生
時
運

用
を
見
越
し
た
本
格
導
入

と
な
り
、
八
尾
市
提
供
番

組
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
や

天
気
な
ど
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
で
流

し
て
い
る
。

　

ち
ゃ
お
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
や
タ
レ
ン
ト
の
来
局

や
ス
タ
ジ
オ
へ
の
入
場
を

制
限
す
る
な
か
で
、
緊
急

事
態
宣
言
発
令
中
は
通
常

番
組
を
取
り
や
め
、
特
別

番
組
編
成
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報
を

放
送
し
て
い
た
が
、
今
後

も
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
番

組
の
制
作
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
て
い
く
こ
と
に
対
応

す
る
た
め
、
エ
フ
エ
ム
和

歌
山
で
開
発
さ
れ
た
Ａ
Ｉ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー「
ナ
ナ
コ
」

の
導
入
を
決
め
た
。

　

今
回
導
入
す
る
Ａ
Ｉ
シ

ス
テ
ム
は
「
ア
マ
ゾ
ン

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｗ

Ｓ
）」
を
使
う
も
の
で
、

文
章
を
打
ち
込
む
と
音
声

に
変
換
し
て
放
送
で
き
、

人
員
の
確
保
が
難
し
い
夜

間
や
早
朝
で
の
放
送
に
対

応
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、

必
要
な
情
報
を
繰
り
返
し

放
送
で
き
る
こ
と
か
ら
、

特
に
災
害
発
生
時
に
は
大

き
な
威
力
を
発
揮
す
る
。

さ
ら
に
、
日
本
語
だ
け
で

な
く
、
英
語
、
韓
国
語
、

中
国
語
な
ど
へ
翻
訳
す
る

機
能
も
あ
り
、
災
害
発
生

時
の
避
難
情
報
な
ど
を
多

言
語
で
即
時
に
放
送
可
能

だ
。

文章を打ち込むスタッフ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局「
ち
ゃ
お
」79
・
２
MHz

Ａ
Ｉ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
番
組
放
送
を
開
始

「ウイルス以外のコロナ」
一大コレクション

コロナマニア
岩田宇伯著（パブリブ）

四六判303頁並製本
定価2,200円（税込み）

　

一
般
社
団
法

人
日
本
国
際
飢

餓
対
策
機
構
（
八
尾
市
弓
削
町
３
―
74
―

１
）
は
毎
年
12
月
に
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
愛

を
贈
ろ
う
」
を
行
い
、
世
界
で
困
っ
て
い

る
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　

今
年
の
募
金
は
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
住
民
主
体
に
よ

る
地
域
開
発
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
・

保
健
衛
生
、栄
養
の
あ
る
食
べ
物
の
提
供
、

妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
ケ
ア
、
職
業
訓
練
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
。
募
金
目
標
は
８
０
０

万
円
。

　

郵
便
振
替
（
０
０
１
７
０
―
９
―
６
８

５
９
０
）
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
ハ
ン

ガ
ー
ゼ
ロ
」で
募
金
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
機
構
（
☎
０
７
２
―

９
２
０
―
２
２
２
５
）
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
愛
を
贈
ろ
う

ク
リ
ス
マ
ス
に
愛
を
贈
ろ
う

フィリピン・アルザビ村でのリーダーシップ研修
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TEL 072－926－5134

072－921－6893

　
「
モ
ル
ド
バ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
間
に
挟
ま
れ
た

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か

し
ら
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
に
質
問
を

投
げ
か
け
た
。
彼
は
こ
の
質
問
を
待
っ
て
い
ま
し

た
と
ば
か
り
に
得
意
顔
と
な
り
答
え
る
。

　
「
サ
ン
ド
ゥ
が
次
期
大
統
領
に
決
ま
っ
た
の
で
、

放
っ
て
は
お
か
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
に
駐
留
し
て
い
る
ロ
シ
ア
軍
部
隊
を
撤

収
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。
実
際
、
強
気
で
『
撤
収
す

べ
き
』
と
発
言
し
、
波
紋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」

　

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
世
界
か
ら
主
権
国
家
と
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
だ
け
が
認
め
る
未
承

認
国
家
だ
。
グ
ル
ジ
ア
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和

国
や
南
オ
セ
チ
ア
自
治
州
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

の
ナ
ゴ
ル
ノ
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
な
ど
、
旧
ソ
連
圏

に
は
未
承
認
国
家
が
多
い
。
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も

２
０
１
４
年
に
ド
ネ
ツ
ク
州
と
ル
ガ
ノ
ス
ク
州
の

親
露
派
武
装
勢
力
が

人
民
共
和
国
樹
立
を

宣
言
し
た
。
今
も
ロ

シ
ア
軍
が
後
押
し
し

て
実
効
支
配
を
続
け

て
い
る
。
他
人
ご
と

で
は
な
い
。

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年

は
咳
払
い
を
し
て
続

け
る
。

　
「
モ
ル
ド
バ
は
完

全
に
ロ
シ
ア
と
手
を

切
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
組
み
ま
す
」

　

ロ
シ
ア
軍
部
隊
を
撤
収
さ
せ
た
後
、
サ
ン
ド
ゥ

新
大
統
領
は
平
和
維
持
活
動
を
欧
州
安
保
協
力
機

構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
中
心
に
す
る
つ
も
り
で
動
い
て

い
る
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
主
導
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済

連
合
か
ら
も
手
を
引
く
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
１
９
９
０
年
に
モ
ル
ド
バ
か
ら
分

離
独
立
宣
言
を
し
た
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
を
モ
ル
ド

バ
に
戻
す
つ
も
り
だ
。
国
際
的
に
は
モ
ル
ド
バ
の

一
部
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
深
い
溝
が

あ
る
。
そ
の
溝
を
埋
め
て
ひ
と
つ
の
国
に
す
る
た

め
躍
起
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
ロ
シ
ア
は
指
を
く
わ
え
て
黙
っ
て
い
る
か
な
」

　

今
度
は
私
が
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
に
質
問
を
ぶ
つ

け
た
。
す
る
と
、
彼
は
首
を
横
に
振
っ
た
。

　
「
プ
ー
チ
ン
は
撤
収
に
応
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
へ
ロ
シ
ア
軍
部
隊
を

さ
ら
に
送
り
込
み
、
実
効
支
配
力
を
強
め
よ
う
と

躍
起
に
な
る
は
ず
で
す
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
163

沿ドニエストルからロシア軍部隊撤収

ウクライナ

と
い
う
。

　

鵬
の
背
は
何
千
里
あ

る
か
見
当
も
つ
か
な

い
。

　

こ
の
鳥
が
怒
っ
て
飛

び
上
が
る
と
、
そ
の
翼

は
あ
た
か
も
天
に
垂
れ

こ
め
る
雲
の
よ
う
で
あ

る
。

　

こ
の
鳥
は
海
が
荒
波

に
わ
き
か
え
る
と
き
、

南
の
は
て
の
暗
い
海
へ

と
飛
ん
で
い
こ
う
と
す

る
。

　

南
の
果
て
の
暗
い
海

と
は
天
池
の
こ
と
で
あ

る
。

　

斉
諧
と

い
う
の

は
、
奇
怪

な
こ
と
を

知
る
人
物

で
あ
る
。

諧
の
言
葉

に
こ
う
あ

る
。
鵬
が

南
の
果
て

の
暗
い
海

に
飛
ん
で

　

北
の
果
て
の
暗
い
海

に
魚
が
い
る
。
そ
の
名

を
鯤
と
い
う
。
鯤
の
大

き
さ
は
何
千
里
あ
る
か

見
当
も
つ
か
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
の
魚
が
あ

る
と
き
変
化
し
て
鳥
と

な
っ
た
。
そ
の
名
を
鵬

い
く
と
き
、
水
面
に
羽

を
う
ち
つ
け
る
こ
と
３

千
里
、
扶
揺
（
扶
桑
）

の
樹
木
よ
り
羽
ば
た
い

て
、
９
万
里
の
か
な
た

ま
で
上
り
、
飛
ぶ
こ
と

６
カ
月
間
や
っ
と
休
息

す
る
の
で
あ
る
。（
後
略
）

※
「
荘
子
」
は
、
こ
の

巨
大
な
魚
の
鯤
が
巨
大

な
鳥
の
鵬
に
変
化
し

て
、
空
高
く
飛
び
上
が

り
、
飛
ん
で
い
く
と
い

う
、
雄
大
な
話
か
ら
始

ま
る
。

　
こ
れ
に
魅
せ
ら
れ
た

文
学
者
も
数
多
く
、唐
、

李
白
は
大
鵬
賦
を
書
い

て
い
る
。
こ
の
あ
と
地

上
の
景
色
が
え
が
か

れ
、
そ
こ
か
ら
蒼
天
を

見
上
げ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
青
々
と
し
た
色

は
、
果
て
し
な
く
遠
く

て
透
明
な
色
が
重
な
り

合
っ
た
も
の
で
、
天
空

の
高
み
に
の
ぼ
り
、
地

上
を
見
れ
ば
や
は
り
同

じ
よ
う
に
青
々
と
見
え

る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
ら

れ
る
。
そ
の
あ
と
、
蜩

と
小
鳩
が
登
場
し
、
鵬

を
あ
ざ
笑
う
「
小
知
は

大
知
に
お
よ
ば
な
い
」

話
と
な
り
、そ
れ
は「
小

年
は
大
年
に
お
よ
ば
な

い
」
話
で
結
ば
れ
る
。

　
こ
の
話
は
渾
沌
と
つ

な
が
る
。
渾
沌
は
太
陽

神
で
あ
っ
た
が
、
鯤
も

太
陽
で
海
か
ら
生
ま

れ
、
羽
が
生
え
て
鵬
と

な
り
空
高
く
上
る
。
エ

ジ
プ
ト
に
は
有
翼
日
輪

が
あ
り
中
国
の
日
神
に

似
る
。

大
鵬
の
飛
翔

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

六六

正

羽曳野店：〒583-0866　羽曳野市埴生野1148-3 0120-1212-94
お気軽にご相談ください

水曜
定休

わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会

72
歳
を
超
え
て
の
夢
の
宇
宙

旅
行
を
、
ぜ
ひ
想
像
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

そ
こ
に
お
供
す
る
の
は
、「
わ

た
し
は
よ
ろ
こ
ん
で
歳
を
と
り

た
い
」
と
い
う
１
冊
の
絵
本
で

あ
る
。

　
「
お
い
、
悔
い
は
な
い
か
？
」

と
問
い
か
け
る
友
に
、
窓
外
の

青
い
地
球
を
見
な
が
ら
、「
な

い
！
」
と
断
言
で
き
な
い
自
分

が
あ
っ
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
老
い
」

と
い
う
人
生
の
４
番
目
の
季
節

を
宇
宙
に
向
か
っ
て
生
き
て
い

く
な
か
で
、
こ
の
絵
本
は
、
老

い
の
〝
あ
る
が
ま
ま
〞
の
愛
お

し
さ
と
、
賢
者
た
ち

の
深
い
人
生
経
験
を

紡
ぎ
な
が
ら
、「
人

生
の
秋
」と「
新
し
い

い
の
ち
」
へ
の
繋
が

り
を
伝
え
て
い
る
。

　

著
者
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
ド
イ
ツ
人

牧
師
で
、
自
ら
の
老
い
の
心
境

を
吐
露
し
な
が
ら
、〝
わ
た
し
〞

と
い
う
人
間
の
意
味
ま
で
、
珠

玉
の
言
葉
を
散
り
ば
め
な
が
ら

問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
結
ん
で
い
る
。「
い

ま
わ
た
し
は
も
う
一
度
若
く
な

り
た
い
と
思
わ
な
い
／
わ
た
し

は
喜
ん
で
歳
を
と
っ
て
き
た
／

そ
し
て
人
生
と
い
う
時
の
境
を

こ
え
て
／
神
が
共
に
お
ら
れ
た

こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
し
て

い
る
」
と
。

　

残
さ
れ
た
「
老
い
」
の
時
間

を
喜
び
に
変
え
る
１
冊
だ
。

近
藤
　
博

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
つ
な

が
る
会
八
尾
支
部
）
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　宇宙空間を旅しながら読むのに適した本を紹介しています。宇宙旅行
は夢物語ではなく、現実のものとなっています。いつかあなたも宇宙へ。
１冊の本をお供にして。
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 「わたしはよろこんで歳をとりたい」「わたしはよろこんで歳をとりたい」

こぐま社、A５判 54頁上製本
定価 1,320 円（税込み）

天は自ら助くる者を助く
大阪市倫理法人会幹事木下とよ子さ　

　ん
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れ
る
。
結
婚
直
前
に
婚
約

者
が
不
治
の
病
に
。
全
身

が
少
し
ず
つ
腐
り
、
や
が

て
死
を
迎
え
た
。
２
年
間

付
き
っ
き
り
で
看
病
す
る
。

　

そ
の
後
結
婚
し
て
専
業

主
婦
に
な
る
も
、
夫
が
心

の
病
に
な
る
。
夫
は
会
社

か
ら
営
業
不
振
の
責
任
を

負
わ
さ
れ
ク
ビ
に
。
そ
の

上
、
不
当
な
補
填
金
を
押

し
付
け
ら
れ
る
。
夫
は
こ

れ
以
上
木
下
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
ら
れ
な
い
と
思

い
、
離
婚
を
告
げ
た
。
離

婚
し
て
も
２
千
万
円
の
借

金
が
木
下
さ
ん
に
残
っ

た
。
銀
行
に
掛
け
合
っ
て

何
と
か
同
額
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
、
会
社
へ
の
支

払
い
を
済
ま
せ
る
。
木

　
「
天
は
自
ら
助
く
る
者

を
助
く
」
と
い
う
自
助
論

を
地
で
生
き
て
い
る
女
性

が
い
る
。
大
阪
市
倫
理
法

人
会
幹
事
の
木
下
と
よ
子

さ
ん
（
61
）
＝
写
真
＝
だ
。

　

東
大
阪
の
瓢
箪
山
に
生

ま
れ
、
大
阪
府
立
布
施
高

等
学
校
を
卒
業
。
卒
業
後

は
生
命
保
険
会
社
に
入
社

し
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
課
へ

配
属
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で

は
普
通
の
女
の
子
だ
が
、

転
機
は
26
歳
の
と
き
に
訪

下
さ
ん
は
そ
こ
か
ら

昼
夜
問
わ
ず
死
に
物

狂
い
で
働
い
た
。
そ

し
て
、
８
年
か
け
て

銀
行
へ
完
済
。
心
身

と
も
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
終

わ
ら
な
い
木
下
さ
ん
。
こ

こ
か
ら
快
進
撃
が
始
ま

る
。
45
歳
で
パ
ラ
マ
ナ
ン

ダ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

で
「
幸
せ
を
人
に
与
え

る
」）
を
立
ち
上
げ
、
健

康
体
操
の
教
室
を
始
め

る
。
さ
ら
に
カ
リ
ス
マ
整

体
師
に
師
事
し
、
整
体
師

と
な
る
。
師
匠
の
推
薦
に

よ
り
上
海
中
医
薬
大
学
へ

８
年
間
で
10
回
短
期
留
学

し
、
推す

い

拿な

整
体
師
と
い
う

国
家
資
格
を
取
得
す
る
。

　

快
進
撃
は
続
く
。
パ

テ
ィ
ル
・
シ
ー
マ
さ
ん
と

い
う
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
の

大
家
と
の
運
命
的
な
出
会

い
が
あ
り
、
イ
ン
ド
へ
。

そ
し
て
、
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー

ダ
の
マ
ス
タ
ー
と
な
る
。

　

倫
理
法
人
会
と
の
出
合

い
は
２
０
１
４
年
だ
。
喫

茶
店
で
寛
い
で
い
る
と
き
、

隣
の
人
が
倒
れ
た
。
救
急

措
置
を
施
し
、
一
命
を
取

り
留
め
る
。
そ
の
人
に「
ど

う
し
て
も
会
っ
て
も
ら
い

た
い
人
が
い
ま
す
」と
言
っ

て
連
れ
て
い
か
れ
た
の
が
、

西
中
務
弁
護
士
（
故
人
）

の
事
務
所
だ
。
西
中
弁
護

士
に
誘
わ
れ
、
倫
理
法
人

会
の
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
。

自
分
の
中
に
何
か
が
ス
ト

ン
と
落
ち
た
。
今
必
要
な

も
の
は
こ
こ
に
あ
る
と
感

じ
る
。
そ
の
日
か
ら
毎
日

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に

通
う
。
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど

心
が
躍
り
、自
分
が
イ
メ
ー

ジ
す
る
通
り
の
人
生
が
拓

け
て
い
く
。

　

来
年
か
ら
は
純
粋
倫
理

を
ベ
ー
ス
に
し
て
「
健
康

経
営
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
い
く
と
い
う
。
快
進

撃
は
止
ま
る
こ
と
な
く
続

く
こ
と
だ
ろ
う
。

イェルク・ ツィンク著イェルク・ ツィンク著
眞壁伍郎訳眞壁伍郎訳

ソーシャルディスタンスコンサートGo Home

日　程　令和 3年（2021年）３月５日（金）
　　　　昼の部13：30開演　夜の部 17：30開演　
会　場　八尾プリズムホール
参加費　7,500 円（税込み・全席指定）
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター

天童よしみ
～あなたの大切な街へ　　　　　
　　　　あなたに届けたい～

　

八
尾
市
議
会
12
月
議
会

が
11
月
30
日
よ
り
開
始
さ

れ
て
い
る
。12
月
３
日
、

自
由
民
主
党
所
属
の
畑
中

一
成
市
議（
61
）＝
写
真
＝

が
個
人
質
問
を
行
っ
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
大
阪
都
構

想
の
特
別
区
移
行
に
関
す

る
市
長
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
に
つ
い
て
。「
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
、
参
加
の
意

思
あ
り
」
の
回
答
に
関
し

て
、
畑
中
市
議
が
メ
リ
ッ

ト
の
内
容
を
明
確
に
示
す

よ
う
に
求
め
た
。

　

大
松
桂
右
市
長
、
政
策

企
画
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
メ

リ
ッ
ト
の
意
味
合
い
に
つ

い
て
述
べ
た
が
、
具
体
的

な
中
身
に
つ
い
て
踏
み
込

ん
だ
説
明
は
な
か
っ
た
。

　

共
創
と
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
・

福
祉
政
策
・
人
権
啓
発
・

都
市
計
画
・
子
育
て
支
援
・

学
校
教
育
等
々
多
岐
に
わ

た
る
生
活
面
の
課
題
に
つ

い
て
熱
い
質
疑
応
答
が
展

開
さ
れ
た
。

　

畑
中
市
議
の
今
後
の
計

画
と
し
て
「
い
っ
せ
い

ニ
ュ
ー
ス
」
を
２
万
部
発

刊
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
配
布

し
な
が
ら
議
員
活
動
の
報

告
に
努
め
る
と
話
し
て
い

た
。

畑
中
一
成
市
議
が
個
人
質
問

八
尾
市
議
会
12
月
議
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
12
月
20
日
の
グ
ラ
ン

ド
エ
レ
ガ
ン
テ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ

ブ
が
大
阪
市
内
か
ら
東
大
阪
市
内
に

会
場
を
移
し
て
開
催
さ
れ
る
。

日
時

12
月
20
日
20
時
〜
21
時
（
19

時
30
分
開
場
）

会
場　

東
大
阪
市
文
化
創
造
館
・
小

ホ
ー
ル
（
☎
06
―
４
３
０
７
―
５
７

７
２
、
近
鉄
奈
良
線
・
八
戸
ノ
里
駅

北
へ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
※
駐
車
場

あ
り

参
加
費　

２
、５
０
０
円
（
税
込
み
）

問
合
先　

文
化
創
造
倶
楽
部
（
☎

０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４
、

E-mail:info@bunkasozo.com

）

備
考　

万
全
の
対
策
で
開
催
。
参
加

者
は
マ
ス
ク
を
着
用
。

グ
ラ
ン
ド
エ
レ
ガ
ン
テ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

グ
ラ
ン
ド
エ
レ
ガ
ン
テ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

大
規
模
災
害
時

の
避
難
施
設
に

本
社
会
議
室
を
提
供

　

急
激
な
気
候
変
動
な
ど

で
近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模
風
水
害
へ
の
対
策
が

全
国
で
進
む
な
か
、
八
尾

市
に
お
い
て
も
大
規
模
災

害
発
生
時
の
緊
急
一
時
避

難
施
設
の
拡
大
が
急
が
れ

る
。

　

長
年
地
域
の
モ
ノ
づ
く

り
を
牽
引
す
る
富
士
電
子

工
業
株
式
会
社
（
渡
邊
弘

子
社
長
）
に
八
尾
市
（
大

松
桂
右
市
長
）
が
緊
急
一

時
避
難
場
所
の
提
供
を
申

し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
同
社

が
快
諾
。

11
月
18
日
に
同
社
と
八

尾
市
が
防
災
協
定
を
締
結

し
た
。

　

災
害
時
に
緊
急
一
時
避

難
場
所
と
し
て
提
供
さ
れ

る
の
は
同
社
大
会
議
室
と

中
会
議
室
で
そ
れ
ぞ
れ
１

３
０
〜
１
４
０
人
、
50
〜

60
人
の
着
席
ス
ペ
ー
ス
を

有
す
る
。

富士電子工業株式会社

大松桂右市長（左）と渡邊弘子社長

　

特
別
企
画
と
し
て
、「
お

も
ろ
い
縁
日
」
が
１
階
の

光
町
ス
ク
エ
ア
で
あ
り
、

親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

縁
日
を
演
出
し
た
の
は
、

と
み
さ
ん
工
房
（
富
岡
祐

生
代
表
）。和
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
た
こ
焼
き
ス
マ
ー

ト
ボ
ー
ル
、野
菜
輪
投
げ
、

食
材
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば
か
り

を
用
意
。
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
ん
で
い
た
。

　

と
み
さ
ん
工
房
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
」「
人
を
喜

ば
せ
る
こ
と
」。
ス
タ
ッ

フ
全
員
に
こ
の
モ
ッ
ト
ー

が
行
き
渡
っ
て
お
り
、
ど

の
ス
タ
ッ
フ
も
満
面
の
笑

顔
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し

て
い
た
。

23
日
は
３
階
の
カ
ワ
チ

ラ
ボ
に
会
場
を
移
し
て
縁

日
が
開
か
れ
た
。

品
や
量
目
販
売
さ
れ
て
い

る
商
品
を
１
つ
１
つ
袋
か

ら
出
し
、
秤
に
か
け
確
認

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

短
時
間
で
切
り
上
げ
ら
れ

た
。

の
な
い
よ
う
、
計
量
に
対

す
る
関
心
を
広
め
る
こ
と

に
あ
る
。
昭
和
29
年
か
ら

始
ま
り
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
日
は
八
尾
市
消
費

問
題
研
究
会
の
会
員
が
購

入
し
て
き
た
量
目
表
示
商

　

商
品
量
目
試
買
調
査
が

11
月
27
日
に
八
尾
市
立
く

ら
し
学
習
館
（
八
尾
市
本

町
３
）
で
行
わ
れ
た
。
目

的
は
、
消
費
物
資
の
量
目

に
つ
い
て
の
実
態
を
調
査

し
、
消
費
者
が
計
量
に
つ

い
て
不
利
益
を
被
る
こ
と

ボーカル Ono Akiギター 筒井裕之

バイオリン REIKO パーカッション 高野正明

子どもに景品を渡す富岡祐生代表

肉などを袋から出し計量する会員

商
品
量
目
試
買
調
査

八
尾
市
立
く
ら
し
学
習
館
で

日神／「中国美術全集」（京都書院）

有翼日輪／櫻井清彦編著「ナイルの王墓と神殿」（講談社）

「
日
本
の
魅
力
を
再
発
見
。
笑
顔
つ
な
が
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
ニ
ッ
ポ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
11

月
21
日
〜
22
日
に
ア
リ
オ
八
尾
（
八
尾
市
光
町

２
）
で
開
か
れ
た
。
日
本
舞
踊
、
落
語
、
大
正
琴

を
生
で
体
感
。
万
華
鏡
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
っ
た
。

お
も
ろ
い

お
も
ろ
い

縁
日
縁
日

ニッポン・フェスティバル
アリオ八尾で開催

日本の魅力を再発見日本の魅力を再発見
笑顔つながる笑顔つながる

とみさん工房が演出

イ
ベ
ン
ト
情
報


	01
	02
	03
	04

